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  運用報告書（全体版） 

三菱ＵＦＪ 
３資産分散ファンド 
（毎月決算型） 

 

 
 

第196期（決算日：2022年６月６日） 

第197期（決算日：2022年７月５日） 

第198期（決算日：2022年８月５日） 

第199期（決算日：2022年９月５日） 

第200期（決算日：2022年10月５日） 

第201期（決算日：2022年11月７日） 
 

 
 

受益者のみなさまへ 
 

平素は格別のご愛顧を賜り厚く御礼申し上げます。 

さて、お手持ちの「三菱ＵＦＪ ３資産分散ファン

ド（毎月決算型）」は、去る11月７日に第201期の決算

を行いましたので、法令に基づいて第196期～第201

期の運用状況をまとめてご報告申し上げます。 

今後とも引き続きお引き立て賜りますようお願い

申し上げます。 

 

商 品 分 類 追加型投信／内外／資産複合 

信 託 期 間 2025年11月５日まで（2005年12月９日設定） 

運 用 方 針 

マザーファンド受益証券への投資を通じて、世界主
要国の公社債、わが国の株式、およびわが国の不動
産投資信託証券への分散投資を行い、信託財産の成
長をめざして運用を行います。 
実質組入外貨建資産に対する為替ヘッジは原則と
して行いません。 

主要運用対象 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

高金利高格付債券マザーファンド受
益証券、好配当日本株マザーファンド
受益証券およびＪリートマザーファ
ンド２００５受益証券を主要投資対
象とします。各マザーファンド受益証
券への資金配分は、信託財産の純資産
総額に対して、それぞれ60％、20％、
20％を基本投資割合とします。 

好 配 当 日 本 株 

マザーファンド 
わが国の株式を主要投資対象とします。 

高金利高格付債券 

マ ザ ー フ ァ ン ド 
世界主要国の公社債を主要投資対象
とします。 

Ｊ リ ー ト 
マザーファンド 

２ ０ ０ ５ 

わが国の金融商品取引所に上場して
いる（上場予定を含みます。）不動産投
資信託証券を主要投資対象とします。 

主な組入制限 

ベ ビ ー 
フ ァ ン ド 

株式への実質投資割合は、信託財産の
純資産総額の50％以下とします。 
外貨建資産への実質投資割合に制限
を設けません。 

好 配 当 日 本 株 

マザーファンド 
株式への投資割合に制限を設けません。 
外貨建資産への投資は行いません。 

高金利高格付債券 

マ ザ ー フ ァ ン ド 
外貨建資産への投資割合に制限を設
けません。 

Ｊ リ ー ト 
マザーファンド 

２ ０ ０ ５ 

投資信託証券への投資割合に制限を
設けません。 
株式への投資および外貨建資産への
投資は行いません。 

分 配 方 針 

経費控除後の配当等収益および売買益（評価益を含
みます。）等の全額を分配対象額とし、分配金額は、
基準価額水準、市況動向等を勘案して委託会社が決
定しますが、原則として配当等収益等により安定し
た分配をめざします。ただし、毎年３月・６月・９
月・12月の決算時に売買益（評価益を含みます。）が
ある場合には、配当等収益に売買益（評価益を含み
ます。）等を加えた額から分配を行うことがありま
す。なお、分配対象収益が少額の場合には分配を行
わないこともあります。 

※ 当ファンドは、課税上、株式投資信託として取り扱われます。 
※ 公募株式投資信託は税法上、「NISA（少額投資非課税制度）およびジュ

ニアNISA（未成年者少額投資非課税制度）」の適用対象です。 
詳しくは販売会社にお問い合わせください。 

 

当ファンドの仕組みは次の通りです。 

◇MUZ-250470-0000-20221107◇ 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

本資料 の表記にあたって  

・原則として、各表の数量、金額の単位未満は切捨て、比率は四捨五入で表記しておりますので、表中の個々の数字の合
計が合計欄の値とは一致しないことがあります。ただし、単位未満の数値については小数を表記する場合があります。 

・－印は組入れまたは売買がないことを示しています。 

 

○最近30期の運用実績 
 

決 算 期 
基 準 価 額 

株   式 
組入比率 

株   式 
先物比率 

債   券 
組入比率 

債   券 
先物比率 

投資信託 
証   券 
組入比率 

純 資 産 
総 額 (分配落) 

税 込 み 
分 配 金 

期 中 
騰 落 率 

 円 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 百万円 
172期(2020年６月５日) 9,009 15 8.5 19.8 － 57.8 － 19.5 3,957 

173期(2020年７月６日) 8,879 15 △1.3 19.5 － 58.1 － 19.7 3,898 
174期(2020年８月５日) 8,951 15 1.0 19.4 － 58.7 － 19.8 3,914 
175期(2020年９月７日) 9,075 15 1.6 19.9 － 57.3 － 19.4 3,942 
176期(2020年10月５日) 9,009 15 △0.6 19.5 － 56.8 － 19.4 3,884 
177期(2020年11月５日) 8,888 15 △1.2 19.7 － 57.1 － 19.5 3,816 
178期(2020年12月７日) 9,052 15 2.0 20.0 － 56.9 － 19.0 3,859 
179期(2021年１月５日) 9,209 15 1.9 19.7 － 55.1 － 19.7 3,891 
180期(2021年２月５日) 9,387 15 2.1 20.3 － 56.5 － 19.9 3,888 
181期(2021年３月５日) 9,473 15 1.1 20.0 － 56.3 － 19.5 3,887 
182期(2021年４月５日) 9,804 15 3.7 19.7 － 55.8 － 19.9 3,989 
183期(2021年５月６日) 9,832 15 0.4 19.3 － 57.5 － 19.8 3,949 

184期(2021年６月７日) 9,974 15 1.6 19.7 － 56.9 － 20.0 3,978 

185期(2021年７月５日) 9,988 15 0.3 19.7 － 56.7 － 20.1 3,971 
186期(2021年８月５日) 9,904 15 △0.7 19.6 － 57.2 － 19.9 3,912 
187期(2021年９月６日) 9,955 15 0.7 20.2 － 57.3 － 19.5 3,903 
188期(2021年10月５日) 9,700 15 △2.4 19.4 － 58.3 － 19.0 3,775 
189期(2021年11月５日) 9,918 15 2.4 19.5 － 57.4 － 19.4 3,831 

190期(2021年12月６日) 9,568 15 △3.4 19.8 － 57.6 － 19.5 3,674 

191期(2022年１月５日) 9,865 15 3.3 20.3 － 57.6 － 19.3 3,755 
192期(2022年２月７日) 9,502 15 △3.5 20.1 － 57.7 － 19.3 3,602 
193期(2022年３月７日) 9,394 15 △1.0 18.9 － 58.9 － 19.3 3,554 
194期(2022年４月５日) 9,901 15 5.6 19.4 － 57.7 － 19.6 3,739 
195期(2022年５月６日) 9,760 15 △1.3 19.8 － 57.1 － 19.7 3,673 

196期(2022年６月６日) 9,831 15 0.9 19.7 － 57.8 － 19.6 3,684 

197期(2022年７月５日) 9,763 15 △0.5 19.3 － 58.5 － 19.4 3,646 
198期(2022年８月５日) 9,845 15 1.0 19.4 － 58.2 － 19.8 3,665 
199期(2022年９月５日) 9,743 15 △0.9 19.6 － 58.0 － 19.6 3,615 
200期(2022年10月５日) 9,572 15 △1.6 19.8 － 57.6 － 19.5 3,546 
201期(2022年11月７日) 9,662 15 1.1 19.8 － 58.2 － 19.0 3,577 

 
（注） 基準価額の騰落率は分配金込み。 

（注） 当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○当作成期中の基準価額と市況等の推移 

決 算 期 年 月 日 
基 準 価 額 株   式 

組 入 比 率 
株   式 
先 物 比 率 

債   券 
組 入 比 率 

債   券 
先 物 比 率 

投 資 信 託 
証   券 
組 入 比 率  騰 落 率 

第196期 

(期  首) 円 ％ ％ ％ ％ ％ ％ 

2022年５月６日 9,760 － 19.8 － 57.1 － 19.7 

５月末 9,768 0.1 19.6 － 57.8 － 19.7 

(期  末)        

2022年６月６日 9,846 0.9 19.7 － 57.8 － 19.6 

第197期 

(期  首)        

2022年６月６日 9,831 － 19.7 － 57.8 － 19.6 

６月末 9,706 △1.3 19.2 － 58.4 － 19.5 

(期  末)        

2022年７月５日 9,778 △0.5 19.3 － 58.5 － 19.4 

第198期 

(期  首)        

2022年７月５日 9,763 － 19.3 － 58.5 － 19.4 

７月末 9,923 1.6 19.2 － 58.4 － 19.7 

(期  末)        

2022年８月５日 9,860 1.0 19.4 － 58.2 － 19.8 

第199期 

(期  首)        

2022年８月５日 9,845 － 19.4 － 58.2 － 19.8 

８月末 9,818 △0.3 19.8 － 57.5 － 19.9 

(期  末)        

2022年９月５日 9,758 △0.9 19.6 － 58.0 － 19.6 

第200期 

(期  首)        

2022年９月５日 9,743 － 19.6 － 58.0 － 19.6 

９月末 9,446 △3.0 19.3 － 57.8 － 19.6 

(期  末)        

2022年10月５日 9,587 △1.6 19.8 － 57.6 － 19.5 

第201期 

(期  首)        

2022年10月５日 9,572 － 19.8 － 57.6 － 19.5 

10月末 9,815 2.5 19.5 － 58.3 － 19.1 

(期  末)        

2022年11月７日 9,677 1.1 19.8 － 58.2 － 19.0 
 

（注） 期末基準価額は分配金込み、騰落率は期首比。 

（注） 株式組入比率には、新株予約権証券を含めて表示しております。 

（注） 当ファンドは親投資信託を組み入れますので、「株式組入比率」、「株式先物比率」、「債券組入比率」、「債券先物比率」、「投資信託証券組

入比率」は実質比率を記載しております。 

（注） 「株式先物比率」、「債券先物比率」は買建比率－売建比率。 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

運用経過
第196期～第201期：2022年５月７日～2022年11月７日

当作成期中の基準価額等の推移について

基準価額等の推移
（円）
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純資産総額：右目盛

基準価額：左目盛

分配金再投資基準価額：左目盛

第196期首 9,760円
第201期末 9,662円
既払分配金 90円
騰 落 率 －0.1％

（分配金再投資ベース）

※分配金再投資基準価額は、分配金が支払われた場合、収益分配金
（税込み）を分配時に再投資したものとみなして計算したもので、
ファンドの運用の実質的なパフォーマンスを示すものです。
※実際のファンドにおいては、分配金を再投資するかどうかについ
ては、受益者のみなさまがご利用のコースにより異なります。ま
た、ファンドの購入価額により課税条件も異なります。従って、
各個人の受益者のみなさまの損益の状況を示すものではない点に
ご留意ください。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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02_コメント-費用-TER_10pt_941465.indd   302_コメント-費用-TER_10pt_941465.indd   3 2022/12/14   13:59:172022/12/14   13:59:17



2

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

基準価額は当作成期首に比べ0.1％（分配金再投資ベース）の下
落となりました。

基準価額の動き

基準価額の主な変動要因

世界的に物価上昇圧力の高まりなどから金融政策が引き締められ
るなか日銀が金融政策を据え置いたことで、円が米ドルなどの主
要通貨に対して下落したことが基準価額にプラスに寄与しまし
た。しかしながら、当ファンド全体では信託報酬などが基準価額
にマイナスに影響しました。

下落要因

基準価額の変動要因の内訳は以下の通りとなりました。
内訳
好配当日本株マザーファンド　　　　0.3％程度
高金利高格付債券マザーファンド　　0.6％程度
Ｊリートマザーファンド２００５　△0.2％程度
その他（信託報酬等）　　　　　　△0.8％程度

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

― 4 ―
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

第196期～第201期：2022年５月７日～2022年11月７日

投資環境について

国内株式市況
国内株式市況は上昇しました。
当作成期首から2022年８月中旬にかけて
は、原油価格の下落を受けて米国におい
てインフレ懸念が一時的に和らぎ、利上
げペース鈍化への期待が高まったことな
どから、国内株式市況は上昇しました。
８月下旬から当作成期末にかけては、８
月の米消費者物価指数（ＣＰＩ）が市場
予想を超える上昇となり、９月の米連邦
公開市場委員会（ＦＯＭＣ）でインフレ
抑制に向けた積極的な利上げ姿勢が再度
示されたことなどから、国内株式市況は
下落しました。

外国債券市況
長期金利は全ての投資国で上昇しました。
長期金利は、世界的なインフレ圧力など
を背景に、米国を中心に複数の国で利上
げを含む金融政策の正常化が実施された
ことなどから上昇しました。

為替市況
全ての投資国通貨は対円で上昇しました。
日銀が緩和的な金融政策を維持する一方、
投資国では金融政策正常化が実施された
ことなどから金利が上昇し、本邦との金
利差が拡大したことなどを背景に、全て
の投資国通貨は対円で上昇しました。

国内ＲＥＩＴ市況
国内ＲＥＩＴ市況は下落しました。
国内の新型コロナウイルスの水際対策緩
和や政府の旅行需要喚起策を受けて、経
済活動の正常化期待が高まったことなど
から一時的に上昇する局面もありました
が、高水準で継続するオフィス・ビル空
室率や米国において積極的な利上げを継
続する姿勢が示されたことで、国内にお
いても景気減速が懸念されたことなどを
背景に下落しました。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

当該投資信託のポートフォリオについて

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド
（毎月決算型）
世界主要国の公社債、わが国の株式、お
よびわが国の不動産投資信託証券を実質
的な主要投資対象とし、分散投資を行う
ことにより、値上がり益の獲得を目指し
た運用を行いました。

各マザーファンドへの資産配分は、純資
産総額に対して以下の比率を基本投資割
合としています。

好配当日本株マザーファンド　　　20％
Ｊリートマザーファンド２００５　20％
高金利高格付債券マザーファンド　60％

ファンドの基本投資割合に準じて運用を
行いました。

好配当日本株マザーファンド
株式組入比率は、運用の基本方針にした
がい、高水準を維持しました。
銘柄選択にあたっては、予想配当利回り
が市場平均を上回る銘柄の中から、株価
の値上がり益が期待できる銘柄を厳選し
て投資しました。
組入銘柄数は概ね74～78銘柄程度で推移
させました。株価水準や予想配当利回り
水準などを勘案し、銘柄入れ替えを機動
的・継続的に行いました。当作成期では、

航空機向け炭素繊維の需要回復による業
績拡大が見込める東レなど７銘柄を新規
に組み入れ、複数の営業拠点において不
適切な会計処理の実施が判明した三協フ
ロンテアなど９銘柄を全株売却しました。

高金利高格付債券マザーファンド
組入比率
当作成期を通じて、債券の組入比率を高
位で維持しました。

組入状況
投資国
当作成期を通じて、米国、カナダ、英国、
ノルウェー、オーストラリア、ニュー
ジーランドの６ヵ国での運用としました。
通貨
相対的に金利が高いと判断した投資対象
国を３地域（アメリカ大陸、ヨーロッパ、
アジア・オセアニア）から複数（米ドル、
カナダドル、英ポンド、ノルウェーク
ローネ、豪ドル、ニュージーランドド
ル）選定し、その中で金利が相対的に高
い通貨に重点配分しました。
金利
残存セクター毎に最終利回りが相対的に
高い銘柄の中から、流動性を考慮して銘
柄選択を行い投資しました。
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

Ｊリートマザーファンド２００５
銘柄選定およびポートフォリオの構築は
主に、定性的評価・定量的評価を経て
行っています。
定性的評価については、事業内容および
財務内容などの分析を中心に行い、定量
的評価においては、キャッシュフロー、
配当利回り、投資口価格純資産倍率（Ｐ
ＢＲ）などの分析を行いました。

組入銘柄数は50～53銘柄程度で推移させ
ました。
主な売買動向については、水際対策緩和
や旅行支援策を通じた業績回復に期待し
てインヴィンシブル投資法人のウェイト
を引き上げたことや、各種バリュエー
ションの割安度を勘案して日本プライム
リアルティ投資法人のウェイトを引き下
げたことなどが挙げられます。

当該投資信託のベンチマークとの差異について
当ファンドの値動きを表す適切な指数が存在しないため、ベンチマーク等はありません。
従って、ベンチマークおよび参考指数との対比は表記できません。
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

分配金について
収益分配金につきましては、基準価額水準、市況動向、分配対象額の水準等を勘案し、次表の通
りとさせていただきました。収益分配に充てなかった利益（留保益）につきましては、信託財産
中に留保し、運用の基本方針に基づいて運用します。

分配原資の内訳 （単位：円、１万口当たり、税込み）

項　目
第196期

2022年５月７日～
2022年６月６日

第197期
2022年６月７日～
2022年７月５日

第198期
2022年７月６日～
2022年８月５日

第199期
2022年８月６日～
2022年９月５日

第200期
2022年９月６日～
2022年10月５日

第201期
2022年10月６日～
2022年11月７日

当期分配金
（対基準価額比率）

15
（0.152％）

15
（0.153％）

15
（0.152％）

15
（0.154％）

15
（0.156％）

15
（0.155％）

当期の収益 15 11 15 15 15 15

当期の収益以外 － 3 － － － －

翌期繰越分配対象額 946 942 943 943 958 959

（注）対基準価額比率は当期分配金（税込み）の期末基
準価額（分配金込み）に対する比率であり、ファ
ンドの収益率とは異なります。

（注）当期の収益、当期の収益以外は小数点以下切捨て
で算出しているため合計が当期分配金と一致しな
い場合があります。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド
（毎月決算型）
資産配分方針は、基本投資割合を維持し
ます。

好配当日本株マザーファンド
今後も企業調査を十分に行い、予想配当
利回りの高い銘柄を中心に投資し、「高
水準の配当収入」と「中長期的な株価の
値上がり益」の獲得をめざす基本方針を
継続します。加えて、財務の健全性や株
式の流動性に留意しながら、保有銘柄の
比率調整や新規銘柄の組み入れを行いま
す。
欧米では未だ高水準のインフレが継続し
ており、金融引き締めの長期化とグロー
バルな景気後退への懸念は根強いとみて
います。国内においても急速な円安進行
がコストアップを助長することが見込ま
れる中、相次ぐ値上げが国内の消費動向
に与える影響を見極める必要があるとみ
ており、企業業績鈍化の可能性にも備え
て慎重なスタンスで運用にあたる方針で
す。中長期的には、資本効率の改善によ
り企業価値を向上させようとする動きは
拡大しており、株主還元強化の流れは今
後も継続すると考えています。
引き続き、配当の継続性、成長性を重視
しながら、より積極的な株主還元に取り

組む企業などに注目していきたいと考え
ています。

高金利高格付債券マザーファンド
世界の主要国のうち、信用力が高く、か
つ、相対的に金利が高い国の債券に投資
する方針です。
相対的に金利が高いと判断される投資対
象国を３地域（アメリカ大陸、ヨーロッ
パ、アジア・オセアニア）から複数選定
し、最も金利が高いと判断される国に重
点配分する方針です。
ポートフォリオの構築は国別に、残存期
間毎に最終利回りの高い銘柄を中心に選
択する方針です。

Ｊリートマザーファンド２００５
ＲＥＩＴの組入比率については、運用の
基本方針にしたがい、高水準（90％以
上）を維持する方針です。
配当利回りやＰＢＲ等のバリュエーショ
ン、また物件ポートフォリオのクオリ
ティ等に着目し、安定した分配金が見込
め相対的に割安と思われる銘柄への投資
ウェイトを高めた運用を行います。
欧米において高水準のインフレが継続し
ているため、金融引き締めの長期化と景
気後退への懸念が強まっています。国内
においても急速な円安進行がコストアッ

今後の運用方針（作成対象期間末での見解です。）

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

プを助長することが見込まれ、相次ぐ値
上げが国内の消費動向に与える影響につ
いて今後の動向を見極める必要がありま
す。一方、日銀は長期金利の上昇を抑え
る姿勢を維持しており、こうした金融緩
和策を背景とした国内の低金利環境は当
面続くとみられることなどから、国内Ｒ
ＥＩＴ市況は底堅く推移すると想定して
います。
このような市場環境に対する見通しのも
と、業績が安定的かつバリュエーション
面で割安感のある銘柄への投資を中心に
行います。また、収益動向を重視し、金
融政策の動向や市場の流動性なども勘案
した上で銘柄選択を行い、パフォーマン
スの向上に努めてまいります。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

2022年５月７日～2022年11月７日

１万口当たりの費用明細

項目
第196期～第201期

項目の概要
金額（円） 比率（％）

(ａ)信 託 報 酬 59 0.613 (ａ)信託報酬＝作成期中の平均基準価額×信託報酬率×（作成期中の日数÷年間日数）

( 投 信 会 社 ) (29) (0.301) ファンドの運用・調査、受託会社への運用指図、基準価額の算出、目論見書等の作成等の対価
( 販 売 会 社 ) (27) (0.279) 交付運用報告書等各種書類の送付、顧客口座の管理、購入後の情報提供等の対価
( 受 託 会 社 ) (3) (0.033) ファンドの財産の保管および管理、委託会社からの運用指図の実行等の対価

(ｂ)売買委託手数料 1 0.010 (ｂ)売買委託手数料＝作成期中の売買委託手数料÷作成期中の平均受益権口数
有価証券等の売買時に取引した証券会社等に支払われる手数料

( 株 式 ) (1) (0.007)
( 投資信託証券 ) (0) (0.003)

(ｃ)そ の 他 費 用 1 0.013 (ｃ)その他費用＝作成期中のその他費用÷作成期中の平均受益権口数

( 保 管 費 用 ) (1) (0.010) 有価証券等を海外で保管する場合、海外の保管機関に支払われる費用
( 監 査 費 用 ) (0) (0.002) ファンドの決算時等に監査法人から監査を受けるための費用
( そ の 他 ) (0) (0.000) 信託事務の処理等に要するその他諸費用

合　　計 61 0.636

作成期中の平均基準価額は、9,697円です。

（注）作成期間の費用（消費税等のかかるものは消費税
等を含む）は、追加・解約により受益権口数に変
動があるため、簡便法により算出した結果です。

（注）各金額は項目ごとに円未満は四捨五入してありま
す。

（注）売買委託手数料およびその他費用は、このファン
ドが組み入れている親投資信託が支払った金額の
うち、当ファンドに対応するものを含みます。

（注）各比率は１万口当たりのそれぞれの費用金額（円
未満の端数を含む）を作成期間の平均基準価額で
除して100を乗じたもので、項目ごとに小数第３
位未満は四捨五入してあります。

三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

（参考情報）
■総経費率
当作成対象期間の運用・管理にかかった費用の総額（原則として、募集手数料、売買委託手数
料及び有価証券取引税を除く。）を作成期中の平均受益権口数に作成期中の平均基準価額（１
口当たり）を乗じた数で除した総経費率（年率）は1.23％です。

総経費率
1.23％

運用管理費用（投信会社）
0.59％

運用管理費用（販売会社）
0.55％

運用管理費用（受託会社）
0.07％

その他費用
0.02％

（注）費用は、１万口当たりの費用明細において用いた
簡便法により算出したものです。

（注）各費用は、原則として、募集手数料、売買委託手
数料及び有価証券取引税を含みません。

（注）各比率は、年率換算した値です。
（注）前記の前提条件で算出したものです。このため、

これらの値はあくまでも参考であり、実際に発生
した費用の比率とは異なります。
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○売買及び取引の状況 (2022年５月７日～2022年11月７日) 

 

銘 柄 
第196期～第201期 

設 定 解 約 
口 数 金 額 口 数 金 額 

 千口 千円 千口 千円 
高金利高格付債券マザーファンド 1,337 2,316 28,653 50,646 

好配当日本株マザーファンド 1,375 2,811 16,751 34,722 
Ｊリートマザーファンド２００５ 412 1,229 11,855 35,778 

 
 
 

○株式売買比率 (2022年５月７日～2022年11月７日) 

 

項 目 
第196期～第201期 

好配当日本株マザーファンド 

(a) 当作成期中の株式売買金額 364,829千円 
(b) 当作成期中の平均組入株式時価総額 705,969千円 

(c) 売買高比率（a）／（b） 0.51   
 
（注） (b)は各月末現在の組入株式時価総額の平均。 

 

○利害関係人との取引状況等 (2022年５月７日～2022年11月７日) 

 

＜三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）＞ 

 該当事項はございません。 

 

＜高金利高格付債券マザーファンド＞ 

区       分 

第196期～第201期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
為替直物取引 583 184 31.6 628 211 33.6 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

  

親投資信託受益証券の設定、解約状況 

利害関係人との取引状況 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

＜好配当日本株マザーファンド＞ 

区       分 

第196期～第201期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
株式 175 36 20.6 189 18 9.5 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

＜Ｊリートマザーファンド２００５＞ 

区       分 

第196期～第201期 

買付額等 
Ａ 

  
売付額等 

Ｃ 

  

うち利害関係人
との取引状況Ｂ 

Ｂ
Ａ

 

うち利害関係人
との取引状況Ｄ 

Ｄ
Ｃ

 

 百万円 百万円 ％ 百万円 百万円 ％ 
投資信託証券 64 14 21.9 89 22 24.7 

平均保有割合 100.0%       
 
※平均保有割合とは、親投資信託の残存口数の合計に対する当該ベビーファンドの親投資信託所有口数の割合。 

 

 

＜好配当日本株マザーファンド＞ 

種       類 
第196期～第201期 

買 付 額 売 付 額 第201期末保有額 

 百万円 百万円 百万円 
株式 2 0.948371 27 

 
 
 

 

項 目 第196期～第201期 
売買委託手数料総額（A） 377千円 
うち利害関係人への支払額（B） 70千円 

（B）／（A） 18.6％   
 
（注） 売買委託手数料総額は、このファンドが組み入れている親投資信託が支払った金額のうち、当ファンドに対応するものです。 
 

利害関係人とは、投資信託及び投資法人に関する法律第11条第1項に規定される利害関係人であり、当ファンドに係る利害関係人とは三菱
ＵＦＪ銀行、三菱ＵＦＪ信託銀行、三菱ＵＦＪモルガン・スタンレー証券、三菱ＵＦＪフィナンシャル・グループ、モルガン・スタンレー
ＭＵＦＧ証券です。 

 

  

利害関係人の発行する有価証券等 



品 名：03_90003_250470_201_02_三菱ＵＦＪ  ３資産分散ファンド（毎月決算型）_941465.docx 

日 時：2022/12/14 14:00:00 

ページ：15 
 

― 15 ― 
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○組入資産の明細 (2022年11月７日現在) 

 

銘 柄 
第195期末 第201期末 

口 数 口 数 評 価 額 

 千口 千口 千円 

高金利高格付債券マザーファンド 1,248,163 1,220,847 2,147,470 

好配当日本株マザーファンド 361,760 346,384 727,096 

Ｊリートマザーファンド２００５ 246,894 235,451 696,701 
 
 
 

○投資信託財産の構成 (2022年11月７日現在) 

項 目 
第201期末 

評 価 額 比 率 

 千円 ％ 

高金利高格付債券マザーファンド 2,147,470 59.9 

好配当日本株マザーファンド 727,096 20.3 

Ｊリートマザーファンド２００５ 696,701 19.4 

コール・ローン等、その他 16,077 0.4 

投資信託財産総額 3,587,344 100.0 
 
（注） 高金利高格付債券マザーファンドにおいて、作成期末における外貨建純資産（2,145,936千円）の投資信託財産総額（2,230,745千円）

に対する比率は96.2％です。 

（注） 外貨建資産は、作成期末の時価をわが国の対顧客電信売買相場の仲値により邦貨換算したものです。なお、作成期末における邦貨換算

レートは以下の通りです。 

１アメリカドル＝147.04円 １カナダドル＝108.73円 １イギリスポンド＝166.58円 １ノルウェークローネ＝14.29円 

１オーストラリアドル＝94.61円 １ニュージーランドドル＝86.59円   

 

  

親投資信託残高 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○資産、負債、元本及び基準価額の状況 

項 目 
第196期末 第197期末 第198期末 第199期末 第200期末 第201期末 

2022年６月６日現在 2022年７月５日現在 2022年８月５日現在 2022年９月５日現在 2022年10月５日現在 2022年11月７日現在 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 資産 3,693,788,627   3,655,754,290   3,675,713,530   3,633,650,392   3,557,513,236   3,587,344,318   

 コール・ローン等 10,344,190   10,015,330   10,671,776   10,388,706   9,891,083   10,322,033   

 高金利高格付債券マザーファンド(評価額) 2,200,860,011   2,205,872,347   2,197,889,637   2,164,334,632   2,110,053,667   2,147,470,295   

 好配当日本株マザーファンド(評価額) 744,338,611   712,781,516   721,875,365   718,980,822   723,962,197   727,096,289   

 Ｊリートマザーファンド２００５(評価額) 732,359,376   721,271,270   738,292,726   724,946,345   705,995,182   696,701,657   

 未収入金 5,886,439   5,813,827   6,984,026   14,999,887   7,611,107   5,754,044   

(B) 負債 9,365,175   9,091,480   10,568,341   18,595,771   10,789,266   9,435,784   

 未払収益分配金 5,621,848   5,602,927   5,584,284   5,565,580   5,557,785   5,554,662   

 未払解約金 42   －   1,213,125   9,249,604   1,637,807   98   

 未払信託報酬 3,729,044   3,475,288   3,756,598   3,766,201   3,579,997   3,866,251   

 未払利息 13   4   3   15   18   20   

 その他未払費用 14,228   13,261   14,331   14,371   13,659   14,753   

(C) 純資産総額(Ａ－Ｂ) 3,684,423,452   3,646,662,810   3,665,145,189   3,615,054,621   3,546,723,970   3,577,908,534   

 元本 3,747,899,169   3,735,285,104   3,722,856,516   3,710,387,031   3,705,190,578   3,703,108,599   

 次期繰越損益金 △   63,475,717   △   88,622,294   △   57,711,327   △   95,332,410   △  158,466,608   △  125,200,065   

(D) 受益権総口数 3,747,899,169口 3,735,285,104口 3,722,856,516口 3,710,387,031口 3,705,190,578口 3,703,108,599口 

 １万口当たり基準価額(Ｃ／Ｄ) 9,831円 9,763円 9,845円 9,743円 9,572円 9,662円 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○損益の状況 

項 目 
第196期 第197期 第198期 第199期 第200期 第201期 

2022年５月７日～ 
2022年６月６日 

2022年６月７日～ 
2022年７月５日 

2022年７月６日～ 
2022年８月５日 

2022年８月６日～ 
2022年９月５日 

2022年９月６日～ 
2022年10月５日 

2022年10月６日～ 
2022年11月７日 

  円 円 円 円 円 円 

(A) 配当等収益 △        132   △        234   △         63   △        206   △        399   △        426   

 受取利息 －   5   －   －   2   －   

 支払利息 △        132   △        239   △         63   △        206   △        401   △        426   

(B) 有価証券売買損益 35,684,474   △ 16,255,785   39,971,488   △ 28,468,134   △ 54,116,537   42,614,586   

 売買益 35,935,218   18,930,366   40,117,828   1,445,217   8,015,335   52,136,207   

 売買損 △    250,744   △ 35,186,151   △    146,340   △ 29,913,351   △ 62,131,872   △  9,521,621   

(C) 信託報酬等 △  3,743,272   △  3,488,549   △  3,770,929   △  3,780,572   △  3,593,656   △  3,881,004   

(D) 当期損益金(Ａ＋Ｂ＋Ｃ) 31,941,070   △ 19,744,568   36,200,496   △ 32,248,912   △ 57,710,592   38,733,156   

(E) 前期繰越損益金 △ 25,891,682   425,890   △ 24,829,593   5,765,112   △ 31,991,997   △ 95,169,919   

(F) 追加信託差損益金 △ 63,903,257   △ 63,700,689   △ 63,497,946   △ 63,283,030   △ 63,206,234   △ 63,208,640   

 (配当等相当額) (   66,928,952)  (   66,849,097)  (   66,734,149)  (   66,617,277)  (   66,637,780)  (   66,717,524)  

 (売買損益相当額) (△130,832,209)  (△130,549,786)  (△130,232,095)  (△129,900,307)  (△129,844,014)  (△129,926,164)  

(G) 計(Ｄ＋Ｅ＋Ｆ) △ 57,853,869   △ 83,019,367   △ 52,127,043   △ 89,766,830   △152,908,823   △119,645,403   

(H) 収益分配金 △  5,621,848   △  5,602,927   △  5,584,284   △  5,565,580   △  5,557,785   △  5,554,662   

 次期繰越損益金(Ｇ＋Ｈ) △ 63,475,717   △ 88,622,294   △ 57,711,327   △ 95,332,410   △158,466,608   △125,200,065   

 追加信託差損益金 △ 63,903,257   △ 63,700,689   △ 63,497,946   △ 63,283,030   △ 63,206,234   △ 63,208,640   

 (配当等相当額) (   66,931,817)  (   66,852,531)  (   66,736,166)  (   66,620,488)  (   66,643,145)  (   66,719,500)  

 (売買損益相当額) (△130,835,074)  (△130,553,220)  (△130,234,112)  (△129,903,518)  (△129,849,379)  (△129,928,140)  

 分配準備積立金 287,963,141   285,359,562   284,617,674   283,594,303   288,511,938   288,464,435   

 繰越損益金 △287,535,601   △310,281,167   △278,831,055   △315,643,683   △383,772,312   △350,455,860   
 

（注）(B)有価証券売買損益は各期末の評価換えによるものを含みます。 

（注）(C)信託報酬等には信託報酬に対する消費税等相当額を含めて表示しています。 

（注）(F)追加信託差損益金とあるのは、信託の追加設定の際、追加設定をした価額から元本を差し引いた差額分をいいます。 

 

＜注記事項＞ 

①作成期首（前作成期末）元本額 3,763,424,285円 

作成期中追加設定元本額 9,283,278円 

作成期中一部解約元本額 69,598,964円 

また、１口当たり純資産額は、作成期末0.9662円です。 

②純資産総額が元本額を下回っており、その差額は125,200,065円です。 

③分配金の計算過程 

項 目 
2022年５月７日～ 
2022年６月６日 

2022年６月７日～ 
2022年７月５日 

2022年７月６日～ 
2022年８月５日 

2022年８月６日～ 
2022年９月５日 

2022年９月６日～ 
2022年10月５日 

2022年10月６日～ 
2022年11月７日 

費用控除後の配当等収益額 6,136,888円 4,111,086円 5,895,955円 5,600,188円 10,983,177円 5,781,114円 

費用控除後・繰越欠損金補填後の有価証券売買等損益額 －円 －円 －円 －円 －円 －円 

収益調整金額 66,931,817円 66,852,531円 66,736,166円 66,620,488円 66,643,145円 66,719,500円 

分配準備積立金額 287,448,101円 286,851,403円 284,306,003円 283,559,695円 283,086,546円 288,237,983円 

当ファンドの分配対象収益額 360,516,806円 357,815,020円 356,938,124円 355,780,371円 360,712,868円 360,738,597円 

１万口当たり収益分配対象額 961円 957円 958円 958円 973円 974円 

１万口当たり分配金額 15円 15円 15円 15円 15円 15円 

収益分配金金額 5,621,848円 5,602,927円 5,584,284円 5,565,580円 5,557,785円 5,554,662円 
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三菱ＵＦＪ ３資産分散ファンド（毎月決算型）

○分配金のお知らせ  

 第196期 第197期 第198期 第199期 第200期 第201期 

１万口当たり分配金（税込み） 15円 15円 15円 15円 15円 15円 
 
◆分配金は各決算日から起算して５営業日までにお支払いを開始しております。 

◆分配金を再投資される方のお手取分配金は、各決算日現在の基準価額に基づいて、みなさまの口座に繰り入れて再投資いたしました。 

◆課税上の取り扱い 

・分配金は、分配後の基準価額と個々の受益者の個別元本との差により、課税扱いとなる「普通分配金」と、非課税扱いとなる「元本払戻金

（特別分配金）」に分かれます。 

・分配後の基準価額が個別元本と同額または上回る場合は、全額が普通分配金となります。分配後の基準価額が個別元本を下回る場合には、

下回る部分の額が元本払戻金（特別分配金）となり、残りの額が普通分配金となります。 

・元本払戻金（特別分配金）が発生した場合は、分配金発生時に個々の受益者の個別元本から当該元本払戻金（特別分配金）を控除した額

が、その後の個々の受益者の個別元本となります。 

・個人受益者が支払いを受ける収益分配金のうち普通分配金については配当所得として課税され、原則として、20.315％（所得税15％、復興

特別所得税0.315％、地方税５％）の税率で源泉徴収（申告不要）されます。確定申告を行い、総合課税・申告分離課税を選択することも

できます。 

・分配時において、外国税控除の適用となった場合には、分配時の税金が上記と異なる場合があります。 

 

※法人受益者に対する課税は異なります。 

※課税上の取扱いの詳細については、税務専門家等にご確認されることをお勧めします。 

※税法が改正された場合等には、上記内容が変更になることがあります。 

※NISAおよびジュニアNISAをご利用の場合、毎年、一定額の範囲で新たに購入した公募株式投資信託などから生じる配当所得および譲渡所

得が一定期間非課税となります。 

 

＊三菱ＵＦＪ国際投信では本資料のほかに当ファンドに関する情報等の開示を行っている場合があります。詳しくは、取り扱い販売会社に

お問い合わせいただくか、当社ホームページ（https://www.am.mufg.jp/）をご覧ください。 
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